
コヒーシンタンパク質複合体は、DNA複製によって生じた姉妹の染色体を分裂期までの間、接着さ
せておく。姉妹染色分体間の接着を確立する上で、コヒーシンはアセチル化される必要があり、その
反応はDNA複製中に限定して起こることが知られている。しかしながら、DNA複製の過程でどのよ
うにコヒーシンがアセチル化されるのか、そのメカニズムは不明であった。本研究では、コヒーシンと
そのアセチル化酵素Eco1に加え、種々のDNA複製タンパク質を精製し、DNA複製と連携したコヒ
ーシンアセチル化反応を再構成することに成功した。そして、本再構成系を用いた解析の結果、複製
タンパク質に加えて、複製過程で一時的に形成されるDNA構造がコヒーシンのアセチル化を活性化
することを見出した。セミナーでは、これらの結果を踏まえ、コヒーシンがDNA複製フォーク上でどの
ように姉妹染色分体間の接着を確立しているか、そのモデルを紹介したい。 
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